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▶幕別町防災公式ＬＩＮＥ
ＱＲコードを読み込み、「友だちに追
加」でご登録ください。

ＩＤ検索はコチラ⇒⇒⇒＠makubetsu

▶防災情報メール
ＱＲコードから、または下記アドレス
へ空メールを送信し、ご登録ください。

touroku.makubetsu-town@raiden.ktaiwork.jp

▶地球を守る。未来を守る。そのために今できることを。

×
幕別町

ゼロカーボン行動
十勝宣言

環 境 ナ ビ 防災環境課
地域環境係

（☎ 54-6601）

　

テーマ

自助・共助・公助、自主防災組織の役割を知ろう！

自助・共助・公助、自主防災組織
防災環境課

防災危機管理係
（☎ 54-6601）

　一般的に、災害時の助けは『自助＝ 70％、共助＝ 20％、公助＝
10％』といわれています。
　さらに、災害が大規模になればなるほど、行政の対応力は小さくなり、自助・共助の重要性が増大します。
災害による被害を最小限に抑えるためには、自助・共助・公助の役割を知り、それぞれが災害対応力を高め、
連携することが大切です。

　「自らの安全
は、自らが守る」
これが防災の基
本です。自分の
手で自分・家族・

財産を助ける備えと行動を
『自助』と呼びます。

　普段から災害に関する知識
を身に付け、準備をしましょう。

　 町 を は じ め 、
消防・警察・国・
道といった行政
機関、ライフラ
イン各社の応急

対策活動を『公助』と呼びます。
　各機関とも、発災後できる
だけ早く応急対策活動を行う
よう備えています。

　「わがまちは、わが手で守
る」これが地域を守る最も効
果的な方法です。近隣のみな
さんと協力して地域を守る備
えと行動を『共助』と呼びます。

　地域の特性は、昔からその地域に住んで
いる方がご存知です。自主防災組織や公区
の活動を通じて、地域の特性を理解した上
で、災害に備えましょう。

　防災行政無線は令和３年４月の運用開始から間もなく１年が経過します。
　希望する全ての世帯を対象に戸別受信機を配布し、これまで、防災に関する情報や新型コロナウイルスに関する
情報をお伝えしてきましたが、一部の方から放送が途切れたり、全く入らないというご連絡をいただいています。
　そういった現象が起こるのは、戸別受信機の設置場所や住宅の建材、周辺の環境により電波がしっかりと受信
できていないことが原因として考えられます。

＜ご案内＞防災行政無線の放送はしっかりと受信できていますか？

職員がご自宅にお伺いして、電波の受信状況を確認しながら、最適な戸別受信機の設置場所のご案内や、必要に
応じて屋外アンテナを設置しますので、防災環境課防災危機管理係（☎ 54-6601）までご連絡ください。

　災害から身を守るには、自分の身は自分で守る自助と、住民が協力して地域ぐるみで取り組む共助が必要で、
それを活かすためには自主防災組織の存在が必要不可欠です。
　自主防災組織は、災害が発生したときに、地域住民が共通認識をもって自助・共助ができるように、次のよう
な活動を行います。
　自主防災組織については「防災のしおり」22 ページにも記載していますので、ご覧ください。

◆自主防災組織とは

～自主防災組織に対する支援～
　幕別町協働のまちづくり支援事業の公区
防災活動支援事業で、町から公区に対し交付
金を交付しています。（複数公区での申請も可）
　対象要件や手続き方法は、町ホームページ
をご覧いただくか、住民生活課住民活動支援
係（☎ 54-6602）へお問い合わせください。

≪平常時≫
・災害に備えた訓練や防災研修を行う。
・避難時の要支援者の把握と、支援計画を立てる。

≪災害時≫
・避難誘導や避難支援、救出救護を行う。
・避難所の運営、給食給水のような、さまざまな共助の活動を行う。

個人・家族など 隣近所・事業所などの
地域コミュニティ

共助自助 公助
行政組織

◆小型充電式電池はリサイクル協力店へ
　小型充電式電池（充電して繰り返し使える電池）は、燃やせないごみや有害ごみでは回収していませんので、町で収集
している乾電池やリチウムコイン電池（ＣＲ・ＢＲのみ）に混ぜないでください。
　リサイクルマークのあるものは、家電量販店やホームセンターなどのリサイクル協力店で回収しています。火災にな
らないよう絶縁処理をした上で、リサイクル協力店へ持ち込んでください。
　リサイクルマークのないものや判別が難しいものは、役場防災環境課（☎ 54-6601）、忠類総合支所地域振興課（☎
８-2111）へお問い合わせください。

◆４月からガラス・陶磁器類の出し方が変わります
　現在、ガラス・陶磁器類は、割れていなければ燃やせないごみ、割れていたら危険ごみとしていますが、４月からは全て
燃やせないごみに統一します。収集時の怪我防止のため、必ず新聞紙などで包んでから燃やせないごみ袋に入れて出し
てください。

◆４月から忠類地域のごみの分け方、出し方が変わります
＜主な変更点＞
〇指定ごみ袋が幕別地域と共通のごみ袋に

忠類地域での販売は、３月からセイコーマート忠類店、藤谷商店、ＪＡ忠類で開始します。
〇不燃ごみを統一します

従来の「燃やせないごみ」と「燃えないごみ」を、「燃やせないごみ」に統一します。
〇資源ごみの分類を変更します　

リサイクルマーク（右記）に従って分別してください。
〇大型ごみが事前予約制・戸別収集に

収集日の10日前までに電話などでお申し込みください。
〇スポーツの日以外の祝日は収集可能に
★詳しくは上記でご案内している『ごみ分別パンフレット』と

『ごみカレンダー』をご確認ください。

◆ごみ分別パンフレットと
令和４年度ごみカレンダーを配布します

　幕別町のごみの捨て方や分別方法をまとめた『ごみ分別パンフレット』を作成しました。令
和４年度ごみカレンダーと一緒に３月中旬までに全戸へ配布しますので、今後は町ホーム
ページの『ごみ分別辞典』とともにパンフレットもご活用ください。

◆４月から大型ごみの料金が変わります
　現在、大型ごみの金額はごみの重さによって金額が決まりますが、家庭で重さを量ることが難しいという意見が多い
ため、４月から大型ごみの金額を１点あたり200円に統一します。
　大型ごみの新しい申し込み基準の詳細は、上記でご案内している『ごみ分別パンフレット』をご確認ください。なお、忠
類地域についても、４月から同様の扱いとなります。

【３月まで】
重さ 料金

10kg まで 100 円
30kg まで 200 円
50kg まで 400 円

100kg まで 600 円

【４月から】
料金

50kgまで
200 円

（１点あたり）

～リサイクルマークの例～

紙マーク付きのものは資源ごみになります。
汚れたプラスチックごみも軽く水洗いする
などして資源化にご協力ください。

※200円の処理券をご利用ください。
※当面の間、100円の処理券も利用できま

す。（２枚貼ってご利用ください。）

各種リサイクルマーク

ニカド電池 ニッケル水素電池 リチウムイオン電池

忠類地域のごみのことは、忠類総合支所地域振興課へ
お問い合わせください（☎ ８-2111）


